
日本赤十字社愛知県支部の
災害救護活動について

中部防災推進ネットワーク勉強会
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１．日本赤十字社の組織について

２．日本赤十字社が行う災害救護活動について

３．災害への備え

４．赤十字防災セミナーについて

５．地域における講習普及について

６．やさしい日本語による講習について

７．防災・減災の訓練、研修に役立つコンテンツについて

内容

2



１．日本赤十字社の組織について

本社 愛知県支部 地区・分区

地区・・・名古屋市の区・市・県
事務所

分区・・・町・村

事 務 局

名古屋第一

赤十字病院

愛知県赤十字
血液センター

名古屋第二

赤十字病院

支部長

副支部長

●１政令市１６区、３７市

１６町村

・福祉関係の部・課

あるいは、

・社会福祉協議会

※日本赤十字学園 日本赤十字豊田看護大学

日本赤十字社は各区市町村の役所
(役場)等に赤十字を担当する窓口
（地区・分区）がある
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１

２３

４５

６
宮城県

東京都愛知県

大阪府広島県

福岡県

ブロック代表支部

（参考） 日本赤十字社のブロック体制



３つの活動領域 ９つの事業
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日本赤十字社の９つの事業
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災害救護を始めとする赤十字の活動は皆様からのご寄付によ
り運営しています。

なお、病院運営、血液事業については、独立採算で運営して
ます。

赤十字の財源は？
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２．日本赤十字社が行う災害救護活動について
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日本赤十字社が災害救護活動を行う基盤
（法的根拠）

◇日本赤十字社法、日本赤十字社定款及び

日本赤十字社救護規則に基づく活動

◇災害対策基本法・大規模地震対策特別措置法に
よる指定公共機関としての位置づけ

◇災害救助法による援助活動の協力義務

日本赤十字社の災害時の活動根拠
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協定日：平成２７年１１月１０日

相互協力の内容

（１）災害予防に関すること

（２）災害応急対策に関すること

（３）災害復旧・復興に関すること

（４）その他災害救護に必要な業務に関すること

内閣府（防災担当）と日本赤十字社との協定
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協定日：平成３１年４月９日

委託の範囲

（１）避難所の設置

ア.生活環境の整備 イ.こころのケア

（２）医療及び助産

（３）死体の処理

ア.死体の洗浄、縫合、消毒等の処置 イ.検案

（４）その他必要な事項

災害救助法に基づく日本赤十字社への委託に関する
内閣府特命担当大臣と日本赤十字社社長との協定
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締結日：令和2年3月18日

愛知県知事、名古屋市長及び

日本赤十字社愛知県支部長との契約

委託事項：

(1) 避難所の設置に係る支援

(2) 医療

(3) 助産

(4) 死体の処理

災害救助法に基づく
救助に係る委託に関する契約
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日赤救護班の主な活動（平成７年以降） ※日本赤十字社全体

発生年月 災害名称 派遣救護班等

Ｈ７年１月 阪神淡路大震災 ９８１個班

Ｈ１２年３月 有珠山噴火 １８６個班

Ｈ１２年９月 東海豪雨 １８個班

Ｈ１６年７月 福井豪雨 ４９個班

Ｈ１６年１０月 新潟県中越地震 １６２個班

Ｈ１９年３月 能登半島地震 ２４個班

Ｈ１９年７月 新潟県中越沖地震 ４４個班

Ｈ２３年３月 東日本大震災 ８９４個班

Ｈ２６年９月 御嶽山噴火災害 １３個班

Ｈ２８年４月 平成２８年熊本地震 ２０７個班

Ｈ３０年７月 ７月豪雨 ８７個班

Ｈ３０年９月 北海道胆振東部地震 ５３個班

Ｒ０１年１０月 台風第１９号 １０８個班
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• 職員 67,478人

• 病院 92病院 （63災害拠点病院）

• 常備救護班 489班 3,437人（登録救護員：5,889人）

• 救護車両 665台(内救急車:153台)

• 医療セット 242セット

• エアテント 154張

• テント 1,804張（ドラッシュ・リフト含）

• 発電機 628台

• 衛星電話 479台

• 無線局 3,247局 (150MHz帯1波、400MHz帯1波)

専用波（基地局・移動局・固定局＝全国）赤十字用

日赤の救護活動リソース
（平成31年3月末現在）
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災害医療を支える 日赤のロジスティクス

赤十字専用無線 衛星電話

救護所用テント救護班用医療セット
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災害医療における日赤の機動力

救急車 トラック

通信指令車 現地災害対策本部車
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３．災害への備え（救援物資の備蓄と配分）

毛布
(夏用でタオルケットもあり)

緊急セット
何も持たずに
避難してしまっ
た場合の、日
用品セット(４
人家族を想
定)

安眠セット
固い避難所で
快適に眠れる
ようなウレタン
製のマットやア
イマスク等

※配分基準（例）

自然災害⇒毛布1人１枚、
緊急セット１世帯１個

火災（全焼）⇒毛布1人２枚
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愛知県支部
（東区）

名古屋第二
赤十字病院
（昭和区）

名古屋第一
赤十字病院
（中村区）

愛知県赤十字血液
センター（瀬戸市）

日本赤十字豊田
看護大学（豊田市）

愛知県豊橋赤十字血液
センター（豊橋市）

田原市（２か所）

新城市

阿久比町

津島市

愛知県内の備蓄状況（防災倉庫）

倉庫
(江南市内)

岡崎市

安城市

令和２年４月１日現在

大府市

犬山市
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医療圏名称 区域 日赤拠点倉庫

名古屋市 名古屋市 愛知県支部

海部 津島市、愛西市、弥富市、あま市、大
治町、蟹江町、飛島村

津島市防災倉庫

尾張中部 清須市、北名古屋市、豊山町 グリーンライン中京（株）倉庫

尾張東部 瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市、
長久手市、東郷町

愛知県赤十字血液センター

尾張西部 一宮市、稲沢市 グリーンライン中京（株）倉庫

尾張北部 春日井市、犬山市、江南市、小牧市、
岩倉市、大口町、扶桑町

犬山市防災倉庫
グリーンライン中京（株）倉庫

知多半島 半田市、常滑市、東海市、大府市、知
多市、阿久比町、東浦町、南知多町、
美浜町、武豊町

阿久比町丸山防災倉庫
大府市中央防災倉庫

西三河北部 豊田市、みよし市 日本赤十字豊田看護大学

西三河南部東 岡崎市、幸田町 岡崎市防災倉庫

西三河南部西 碧南市、刈谷市、安城市、西尾市、知
立市、高浜市

安城市中央防災倉庫

東三河北部 新城市、設楽町、東栄町、豊根村 新城市コミュニティー防災センター

東三河南部 豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市 愛知県赤十字血液センター豊橋事業所
田原市役所赤羽根支所 倉庫
田原市役所渥美支所 倉庫 19



令和元年度から令和３年度地区・分区救護資材配備事業

【事業目的】

救護資材を配備することにより、地域における災害救護体制の充実を図る。

配備資材

要援護者対応
災害用簡易トイレ

災害緊急避難用マット 発電機

災害用簡易トイレ 救護用天幕（スチール） エアーマットセット

携帯トイレセット
移動炊飯器

（ＬＰＧ・薪両用）
簡易ベッド

ワンタッチパーテーション バルーン投光器 簡単テント

プライベートルーム 救護資材保管庫 スポットクーラー

※令和元年度実績 15品目：1,153点を配備

３．災害への備え
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救護用資材保管庫 要援護者対応災害用簡易トイレ

プライベートルーム
ワンタッチパーテーション

災害用簡易トイレ

災害緊急避難用マット

例
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4. 赤十字防災セミナー
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５．地域における講習普及

赤十字ボランティアによる講習普及

１．少子高齢社会により…
○子どもの事故予防や、ケガに対する手当（幼児安全法）
○高齢者のケア（健康生活支援講習）

２．南海トラフ地震に備えて・・・
○けがや骨折の手当など応急手当（救急法）
○被災した高齢者の避難所生活知っておきたいこと

（健康生活支援講習）
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〇学校、保育園・幼稚園・児童養護施設

⇒保育士、保護者

〇地域内各種イベント(防災訓練 など)

〇町内会・自治会

〇地域内のサークル

〇NPOやボランティア団体

など

地域に根ざした講習普及

学校での健康生活支援講習保育園職員への幼児安全法講習

５．地域における講習普及

町内の方を対象に救急法講習 24



■日本語がある程度理解できる外国人に、防災・減災の知識

・技術を皮切りに、幅広く赤十字の講習の知識・技術を身
につけていただく。

■身につけた知識・技術をもとに、災害時には要援護者とな
るのではなく、支援者として活動していただく。

（豊田市・ブラジル人学校）（西尾市・県営住宅）

６．やさしい日本語による講習
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いえまですごろく

ぼうさいまちがいさがし
きけんはっけん

教材の特徴

教材の特徴

① 子 ど も た ち が 意 見 を 出 し 合 い な が ら

災 害 時 の 危 険 な 行 動 や 場 所 に つ い て

主 体 的 に 考 え る こ と が で き ま す 。

② １ 枚 の 絵 の 中 に た く さ ん の 危 険 な

箇 所 が 盛 り 込 ま れ て お り 、 多 く の 子

ど も た ち に 楽 し ん で も ら え ま す 。

26


